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１ 
高
松
松
平
家 

 

高
松
松
平
家
は
、
徳
川
家
康
の
末
子
三
人
に
よ
り
成
立
し
た
徳
川
御
三
家
の
一
つ
、
水
戸
徳
川
家
か
ら

分
家
し
て
創
設
さ
れ
た
大
名
家
で
す
。
初
代
松
平
賴

よ
り

重
し
げ

は
、
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
に
常
陸

ひ

た

ち

下
館

し
も
だ
て

五

万
石
、
さ
ら
に
生
駒
家
の
転
封
の
あ
と
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
に
は
讃
岐
高
松
十
二
万
石
が
与
え
ら

れ
ま
し
た
。
高
松
松
平
家
は
、
明
治
維
新
ま
で
十
一
代
に
わ
た
っ
て
高
松
城
を
居
城
と
し
、
二
百
二
十
年

余
り
に
わ
た
っ
て
東
讃
を
治
め
て
き
ま
し
た
。
初
代
賴
重
に
よ
る
治
水
事
業
を
は
じ
め
、
歴
代
藩
主
に
よ

る
砂
糖
製
造
や
塩
田
開
発
な
ど
の
殖
産
事
業
に
よ
っ
て
高
松
藩
は
大
い
に
栄
え
ま
し
た
。 

 

松
平
賴
重
は
、
水
戸
徳
川
家
初
代
賴
房
と
侍
女
谷
氏
（
久
昌
院
）
の
間
に
生
ま
れ
、
弟
は
「
水
戸
黄
門
」

で
知
ら
れ
る
水
戸
家
二
代
の
光
圀

み
つ
く
に

で
す
。
こ
の
と
き
、
兄
の
尾
張
義
直
、
紀
伊
賴
宣

よ
り
の
ぶ

に
ま
だ
男
子
の
出
征

が
な
か
っ
た
た
め
二
人
の
誕
生
は
秘
密
に
さ
れ
、
賴
重
は
京
都
に
預
け
ら
れ
、
の
ち
に
弟
の
光
圀
が
世
継

ぎ
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
本
来
、
兄
で
あ
る
賴
重
が
水
戸
家
を
継
ぐ
べ
き
だ
っ
た
と
考
え
た
光
圀
は
、
賴
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重
の
子
綱

つ
な

篠
え
だ

に
水
戸
家
を
継
が
せ
、
光
圀
の
子
賴
常
に
高
松
松
平
家
を
継
が
せ
て
い
ま
す
。
以
後
、
幕
末

ま
で
水
戸
家
と
養
子
縁
組
が
続
い
た
高
松
松
平
家
は
、
将
軍
家
に
近
い
存
在
で
あ
り
、
徳
川
御
三
家
の
分

家
で
唯
一
、「
丸
に
三
つ
葵
」
の
御
紋
の
使
用
が
許
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
賴
重
の
子
孫
が
代
々
水
戸
家
を

継
い
だ
こ
と
か
ら
、
幕
末
に
水
戸
家
か
ら
一
橋
家
に
養
子
に
出
て
、
さ
ら
に
十
五
代
将
軍
と
な
っ
た
徳
川

慶
喜

よ
し
の
ぶ

は
賴
重
の
血
筋
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

賴
重
は
浄
土
宗
に
帰
依
し
、
高
松
城
を
築
い
た
生
駒
親
正
が
宇
多
津
か
ら
高
松
の
寺
町
（
現
在
の
番
町

一
丁
目
）
へ
移
し
た
超
世
山
養
通
院
浄
願
寺
を
菩
提
寺
と
定
め
ま
し
た
。
な
お
浄
願
寺
は
そ
の
後
、
寺
町

よ
り
南
の
地
へ
再
建
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
法
然
上
人
を
敬
慕
す
る
賴
重
は
、
讃
岐
に
流
さ
れ
た
上
人

ゆ
か
り
の
小
松
庄
生
福
寺（
ま
ん
の
う
町
）の
遺
跡
を
城
下
約
八
～
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
南
の
地
へ
復
興
し
、

仏
生
山
来
迎
院
法
然
寺
と
号
し
、
浄
願
寺
に
加
え
、
法
然
寺
を
墓
所
と
し
ま
し
た
。
賴
重
は
、「
仏
生
山
法

然
寺
条
目
」
三
十
八
か
条
を
定
め
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
「
般
若
台
の
外
は
道
俗
貴
賤
を
撰

え
ら

ば
ず
、
墓
処
所

望
之
を
建
て
さ
せ
る
可
し
」
の
条
目
に
よ
り
、
藩
主
家
の
墓
所
で
あ
る
般
若
台
以
下
で
あ
れ
ば
、
身
分
に

か
か
わ
ら
ず
希
望
す
る
者
は
同
じ
仏
生
山
の
山
中
に
墓
を
建
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 
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高
松
松
平
家
は
代
々
浄
土
宗
に
帰
依
し
て
い
ま
し
た
が
、
水
戸
徳
川
家
か
ら
高
松
松
平
家
を
継
い
だ
二

代
賴

よ
り

常
つ
ね

及
び
九
代
賴

よ
り

恕
ひ
ろ

は
実
家
の
風
習
に
倣
い
、
霊

れ
い

芝
寺

し

じ

に
儒
式
で
埋
葬
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
十
代

目
賴

よ
り

胤
た
ね

は
、
正
室
が
将
軍
（
徳
川
家

い
え

斉
な
り

）
の
娘
で
あ
っ
た
た
め
、
正
室
の
墓
所
で
あ
る
伝
通
院
（
徳
川
家

康
の
生
母
於
大

お

だ

い

の
墓
所
）
に
葬
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
他
、
藩
主
の
正
室
で
も
実
家
に
倣
い
他
の
場
所
に

葬
ら
れ
た
人
も
い
ま
す
。 

 

平
成
二
十
三
～
二
十
六
年
に
香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
よ
り
、
法
然
寺
の
墓
所
及
び
主
要
伽
藍
の
立

ち
並
ぶ
境
内
地
部
分
と
、
霊
芝
寺
の
墓
所
の
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
藩
主
や
一
族
の
墓
が
ま
と
ま
っ
て

お
り
、
江
戸
時
代
の
大
名
が
ど
の
よ
う
に
葬
ら
れ
た
か
を
知
る
う
え
で
貴
重
と
さ
れ
、
平
成
三
十
一
年
（
二

〇
一
九
）
二
月
二
十
六
日
に
高
松
藩
主
松
平
家
墓
所
と
し
て
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。 
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代 藩主 藩主期間 墓所 

1 松平賴重（よりしげ） 1642～1673 法然寺 
（仏生山町） 

2 松平賴常（よりつね） 1673～1704 
霊芝寺 

（さぬき市） 

3 松平賴豊（よりとよ） 1704～1735 法然寺 
（仏生山町） 

4 松平賴桓（よりたけ） 1735～1739 法然寺 
（仏生山町） 

5 松平賴恭（よりたか） 1739～1771 
法然寺 

（仏生山町） 

6 松平賴眞（よりざね） 1771～1780 法然寺 
（仏生山町） 

7 松平賴起（よりおき） 1780～1792 法然寺 
（仏生山町） 

8 松平賴儀（よりのり） 1792～1821 
法然寺 

（仏生山町） 

9 松平賴恕（よりひろ） 1821～1842 霊芝寺 
（さぬき市） 

10 松平賴胤（よりたね） 1842～1861 
伝通院 

（東京都） 

11 松平賴聰（よりとし） 1861～1869 
法然寺 

（仏生山町） 
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２ 

霊
芝
寺 

霊
芝
寺
は
、
日
内
山
遍
照
院
霊
芝
寺
と
称
し
、
十
一
面
観
音
菩
薩
を
本
尊
と
す

る
真
言
宗
の
寺
院
で
す
。
江
戸
時
代
は
東
林
山
遍
照
光
院
あ
る
い
は
日
内
山
と
称

し
、
律
宗
寺
院
で
釈
迦
如
来
を
本
尊
と
し
ま
し
た
。
霊
芝
寺
境
内
の
西
に
高
松
藩

主
二
代
賴
常
、
九
代
賴
恕
の
墓
所
が
あ
り
ま
す
。 

霊
芝
寺
は
、
さ
ぬ
き
市
末
六
九
五
に
位
置
し
、
創
建
は
史
料
に
よ
り
異
な
り

ま
す
が
、
平
安
時
代
に
は
す
で
に
こ
の
地
に
寺
院
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
天
正
年
間
（
一
五
七
三
～
九
二
）
に
至
り
、
戦
国
時
代
の

戦
火
に
よ
り
衰
退
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
に
賴
重
が

帰
依
し
た
神
護
寺
別
院
平
等
心
王
院
の
僧
で
あ
る
恵
忍
を
京
都
か
ら
招
き
再
興

し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

日
内
山
へ
も
、
仏
生
山
と
同
様
に
歴
代
藩
主
の
参
詣
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
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参
詣
は
墓
所
入
口
の
門
か
ら
石
畳
の
参
道
手
前
ま
で
駕
籠

か

ご

で
入
り
、
そ
こ
か
ら
墓
所
へ
徒
歩
で
入
り
ま
し

た
。
墓
所
は
、
墓
標
と
墳
墓
に
向
か
っ
て
階
段
状
に
高
く
な
っ
て
お
り
、
三
段
の
空
間
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
中
段
部
分
に
拝
殿
が
あ
り
、
そ
こ
で
拝
礼
・
配
膳
が
行
わ
れ
ま
し
た
。『
讃
岐
国
名
勝
図
会
』
に
は
、

「
当
国
君
御
代
々
尊
牌
」
が
安
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
（
現
在
は
本
堂
に
あ
る
）、
藩
主
墓
を
奉

守
す
る
寺
と
し
て
歴
代
の
菩
提
を
弔
っ
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

歴
代
藩
主
の
墓
所
参
詣
の
後
、
霊
芝
寺
へ
立
ち
寄
っ
た
際
の
居
所
と
し
て
別
棟
に
「
お
成
り
の
間
」
が

現
存
し
て
お
り
、
九
代
賴
恕
が
「
邀
月
楼
（
よ
う
げ
つ
ろ
う
）」
と
名
付
け
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
屋

内
に
は
、
高
松
藩
の
御
用
絵
師
で
あ
る
狩
野
永
笑
に
よ
る
花
鳥
画
が
描
か
れ
た
襖
や
、
賴
恕
直
筆
の
掛
け

軸
「
徳
霊
頼
」
な
ど
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
木
造
平
屋
の
数
寄
屋
建
築
で
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
こ
と

か
ら
平
成
二
十
八
年
五
月
か
ら
内
外
壁
の
修
理
や
屋
根
の
ふ
き
替
え
な
ど
の
大
規
模
改
修
を
昨
年
五
月
か

ら
実
施
し
て
い
ま
し
た
。
御
成
所
の
修
復
に
あ
た
っ
て
は
、
当
時
の
工
法
や
材
料
が
可
能
な
限
り
用
い
ら

れ
て
い
ま
す
。
平
成
二
十
九
年
に
修
復
が
終
わ
り
、
同
年
六
月
十
八
日
に
一
般
公
開
さ
れ
ま
し
た
。 
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３ 

願
興
寺 

願
興
寺
は
、
さ
ぬ
き
市
を
流
れ
る
鴨
部
川
中
流
域
に
位
置
し
、
そ
の
創
建

は
奈
良
時
代
に
ま
で
さ
か
の
と
い
わ
れ
て
お
り
、
官
寺
の
性
格
を
も
つ
古
代

寺
院
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

寺
号
の
「
施
薬
山
悲
田
院
」
の
由
来
は
、
光
明
皇
后
が
日
本
の
医
薬
の
乏

し
き
を
哀
れ
ん
で
、
国
民
の
諸
病
救
済
の
た
め
、
日
本
各
自
に
悲
田
院
ま
た

は
施
薬
院
を
設
け
ら
れ
た
こ
と
に
習
っ
た
も
の
で
す
。 

長
宗
我
部
氏
に
よ
る
兵
火
に
遭
い
、
現
在
の
地
に
移
転
し
ま
し
た
が
、
南
二

百
メ
ー
ト
ル
付
近
か
ら
多
量
の
瓦
が
出
土
し
て
お
り
、
旧
寺
域
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
昭
和
三
十
七
年
に
庫
裏
・
本
堂
を
全
焼
し
ま
し
た
が
、
本
堂
再
建
の

機
運
が
盛
り
上
が
り
、
平
成
二
十
二
年
五
月
に
再
建
さ
れ
ま
し
た
。
本
尊
は
薬

師
如
来
、
収
蔵
庫
に
は
重
要
文
化
財
で
あ
る
乾
漆
聖
観
音
坐
像
が
納
め
ら
れ
て
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い
ま
す
。 

 ★
重
要
文
化
財 

乾
漆
聖
観
音
坐
像 

 

観
音
菩
薩
は
、
こ
の
世
に
あ
る
と
い
う
補
陀
落

ふ

だ

ら

く

山
（
補
陀
落
浄
土
）
に
住
み
、
現
世
利
益
を
叶
え
る
仏

で
す
。
救
う
相
手
に
よ
り
、
千
手
観
音
、
十
二
面
観
音
、
如
意
輪
観
音
等
に
姿
形
を
変
え
ま
す
が
、
基
本

と
な
る
の
は
聖
観
音
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
千
手
観
音
や
十
二
面
観
音
の
よ
う
に
観
音
が
姿
形
を
変
え
た

も
の
を
変
化
観
音
と
呼
び
、
こ
れ
ら
と
区
別
す
る
た
め
に
聖
の
字
を
冠
し
て
い
ま
す
。 

 

願
興
寺
の
聖
観
音
坐
像
は
、
乾
漆

か
ん
し
つ

造
と
い
う
技
法
に
よ
り
造
ら
れ
て
お
り
、
奈
良
・
京
都
な
ど
機
内
の

寺
院
に
所
蔵
さ
れ
る
仏
像
以
外
で
は
、
岐
阜
県
の
美
江
寺
に
あ
る
十
一
面
観
音
菩
薩
立
像
や
愛
媛
県
に
あ

る
庄
地
区
の
菩
薩
立
像
が
知
ら
れ
る
く
ら
い
で
あ
り
、
極
め
て
貴
重
な
像
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。 

 

乾
漆
造
は
、
主
と
し
て
天
平
時
代
や
平
安
時
代
初
期
に
用
い
ら
れ
た
技
法
で
、
土
の
原
型
に
麻
布
を
数

枚
ほ
ど
漆
で
貼
り
重
ね
、
乾
燥
し
た
後
に
内
部
の
土
を
掻
き
出
し
、
改
め
て
構
造
の
支
え
と
な
る
心
木
を

挿
入
し
て
構
造
体
を
つ
く
り
ま
す
。
表
面
の
成
形
は
、
木
屑
な
ど
植
物
性
の
さ
ま
ざ
ま
な
素
材
を
漆
と
混
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ぜ
た
ペ
ー
ス
ト
状
の
も
の
を
用
い
て
行
い
、
黒
漆
で
整
え
た
後
、
さ
ら
に
彩
色
や
金
箔
を
ほ
ど
こ
し
て
仕

上
げ
ま
す
。 

髻
は
奈
良
風
に
高
く
結
い
、
地
髪
部
に
も
細
か
い
髪
筋
を
刻
み
出
し
て
い
ま
す
。
鼻
や
口
は
や
や
小
さ

め
に
上
品
に
作
ら
れ
、
頬
は
ふ
っ
く
ら
見
事
な
膨
ら
み
を
持
ち
、
全
体
的
に
穏
や
か
な
雰
囲
気
と
な
っ
て

い
ま
す
。
胸
元
に
は
、
幾
重
に
も
重
な
る
華
や
か
な
飾
り
が
着
け
ら
れ
、
上
腕
に
か
か
る
天
衣

て

ん

ね

の
下
に
も

飾
り
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
宝
飾
品
に
み
ら
れ
る
複
雑
で
繊
細
な
造
形
や
、
着
衣
に
み
ら
れ
る

や
わ
ら
か
な
布
の
質
感
な
ど
の
造
形
表
現
は
、
乾
漆
像
な
ら
で
は
の
も
の
で
す
。
像
全
体
に
仏
の
持
つ
江

理
想
的
な
造
形
感
覚
が
見
ら
れ
、
天
平
彫
刻
の
優
雅
な
作
風
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

乾
漆
仏
と
い
う
珍
し
い
像
が
讃
岐
に
伝
存
す
る
事
実
は
興
味
深
く
、
古
代
讃
岐
に
お
け
る
都
と
の
密
接

な
関
わ
り
を
思
わ
せ
る
重
要
な
仏
像
で
す
。 
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★
参
考
文
献
等 

・
さ
ぬ
き
市
、
高
松
市
「
国
指
定
史
跡 

高
松
藩
主
松
平
家
墓
所
」
令
和
元
年 

・
香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
『
高
松
藩
主
松
平
家
墓
所
調
査
報
告
書
』
平
成
二
十
七
年 

・
仏
生
山 

来
迎
院 

法
然
寺
『
仏
生
山
来
迎
院 

法
然
寺
』
平
成
二
十
八
年 

・
ス
タ
ジ
オ
ワ
ー
ク
『
仏
像
と
お
寺
の
解
剖
図
鑑
』
平
成
二
十
八
年 

・
山
川
出
版
社
『
新
版 
香
川
県
の
歴
史
散
歩
』
平
成
六
年 

・
願
興
寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
ttp

://w
w

w
.sa

n
u
k
ig

a
n
k
o
u
ji.c

o
m

/in
d
e
x
.h

tm
l 

・
さ
ぬ
き
歴
史
文
化
観
光
ナ
ビ  

乾
漆
聖
観
音
坐
像 

 
 

h
ttp

s://re
k
in

a
b
i-sa

n
u
k
i.n

e
t/ja

/a
rts

/0
0
8
.h

tm
l 

・
四
国
新
聞 

平
成
二
十
九
年
六
月
三
日 

 

「
松
平
家
二
代
、
九
代
藩
主
の
菩
提
寺 

霊
芝
寺
御
成
所
を
修
復
」 
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１２月８日（日）復路 

・JR 高徳線 

造田（12:46 発）→高松（13:25 着） 

※１本前：造田（11:53 発）→高松（12:43 着） 

              

 
 

✿次回のふるさと探訪は…（予定） 

 

◎テ－マ：「国分寺萬燈地区を歩く（仮）」 

◎と き：令和元年１月１９日（日）午前９時半～正午 

◎集合場所：JR 端岡駅 

◎参加費：無料 

 

 

★公共交通機関の御案内 

・JR サンポート南風リレー号多度津行 

高松（9:04 発）→端岡（9:11 着） 

 

 

★注意 

☆広報「たかまつ」１月１日号に開催案内を掲載予定です。 

 

※行事用駐車場はありません。公共交通機関を御利用ください。 

 

☆小雨決行。当日、警報が発令された場合は、中止とします。 

なお、中止かどうか御不明な場合、午前７時３０分～９時３０分に

文化財課（Tel 087-839-2660）でお知らせします。電話が通じない

場合は実施予定ですので、集合場所にお集まりください。 
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「ふるさと探訪」に 

参加される皆様へ 

※参加中は、次のことに充分留意し、意義のある探訪としましょう。 

 

１ 交通ルールを守り、交通安全を心がけましょう。 

  （必ず歩道を歩き、歩道が無いところでは、 

道路の端を一列で歩きましょう。） 

 

２ 無理をせず、体調には十分気を付けましょう。 

 

３ 引率者の指示に従い、整然と行動しましょう。 

 

４ マナーを守り、他人に迷惑がかからないよう気を 

  つけましょう。 

 

５ 文化財や自然を大切にしましょう。 


